
流域治水とは？

気候変動の影響による水災害の激甚化・頻発化等を踏まえ、河川整備、

下水道整備などのハード整備に加え、集水域（雨水が河川に流入する

地域）から氾濫域（河川等の氾濫により浸水が想定される地域）にわたる

流域に関わるあらゆる関係者が協働して水災害対策を行う考え方です。

善福寺川

生成AIにより作成



杉並区での過去の水害

善福寺川流域における水害

善福寺川は、善福寺池から杉並区の中央を流

れ、神田川へとつながる、区民に身近な川で

す。一方で、流域では市街化が進み、雨水が

地面にしみ込みにくくなったことなどから、

これまで繰り返し水害が発生してきました。

平成17年9月の豪雨では、下井草観測所で1時

間に112ミリ、総雨量263ミリの雨を観測しま

した。善福寺川では川から水があふれる「外

水氾濫」と、川の水位上昇などにより雨水を

排水できなくなる「内水氾濫」が同時に発生

し、床上・床下合わせて約1,600棟の浸水被

害が生じました。

こうした被害を踏まえ、善福寺川では護岸や

調節池などの整備が進められてきました。

令和5年6月西田端橋

しかし、その後も大雨による被害は発生して

おり、令和5年6月の台風2号では、善福寺川

上流部の西田端橋から松見橋付近で川の水が

あふれました。令和7年7月にも下井草で時間

最大93ミリという、短時間に非常に強い雨が

降り阿佐ヶ谷駅周辺をはじめ区内各所で冠水

被害が発生しました。

水害から区民の命と暮らしを守るためには、

河川や調節池の整備に加え、雨水を一時的に

貯め、地中に浸透させる取組など、流域全体

で雨水の流出を抑えることが重要です。

令和5年6月青梅街道（天沼陸橋付近）

平成17年9月の集中豪雨による浸水区域



大雨でまちに水があふれるのはなぜ？

氾濫の種類

大雨による浸水被害には、「外水氾濫」と「内水氾濫」があります。外水氾濫は、河川の水位が上昇

して堤防を越えて水があふれたり、堤防が決壊したりすることで発生する氾濫です。一方、内水氾濫

は、短時間に大量の雨が降った際に下水道や排水路の処理能力を超えたり、河川の水位上昇によって

雨水を川へ排水できなくなったりすることで発生する氾濫です。

内水氾濫 外水氾濫

氾濫型 湛水型

短時間強雨等により雨水の排水能力が
追いつかず発生する浸水。
河川周辺地域とは異なる場所でも発生
する。

河川周辺の雨水が河川の水位が高く
なったため排水できずに発生。
発生地域は堤防の高い河川の周辺に限
定される。

河川の水位が上昇し、堤防を越えたり
破堤するなどして堤防から水があふれ
出す。

河川の増水によらない 河川の増水に起因

気象庁資料より作成

下水道の整備方法

区内では、各家庭からの汚水と、屋根や道路などに降った雨水を同じ下水道管に流す「合流式下水

道」を採用しています。大雨が降ると大量の雨水が一気に流れ込み、下水道管で流せる量を超えると、

雨水を十分に排水できなくなります。このため、道路などに水があふれる「内水氾濫」が発生するこ

とがあります。

生成AIにより作成



東京都豪雨対策基本方針 （令和5年12月改定）

「東京都豪雨対策基本方針」は、豪雨による水害に対して、自助・共助・公助の考え方を踏まえた、

豪雨対策の基本的な考え方を示すものです。

豪雨対策の5つの施策である「河川整備」「下水道整備」「流域対策」「家づくり・まちづくり対

策」「避難方策」について、具体的な方向性を示すとともに、あらゆる関係者による取組を推進する

ための基本方針です。

豪雨対策の基本方針

◼ 気候変動により激甚化・頻発化する豪⾬に

対して、安全・安⼼なまちを⽬指す

◼ 気候変動に伴う降⾬量の増加（1.1倍）に

対応するため、⽬標降⾬を引き上げ

◼ ⽬標降⾬に対して、主に河川整備、下⽔道

整備、流域対策で浸⽔被害を防⽌

◼ ⽬標を超える降⾬に対しても、5つの施策

を組み合わせて、もしもに備える

◼ 重点的な対策強化によって事業効果を早期

発現し、都内全域で段階的に事業展開

豪雨対策の5つの施策

河川整備

下水道整備

流域対策

家づくり・まちづくり対策

避難方策

・河道の整備
・調節池の整備
・地下河川の整備

・⾼台まちづくり
・グリーンインフラ

・下水道管の整備
・貯留施設の整備

・⾬⽔流出抑制対策
（貯留浸透施設の設置など）
・透水性舗装

・水害ハザードマップ
・河川ライブカメラ
・土のうステーション

出典：東京都豪雨対策基本方針（豪雨対策の基本的な施策）

東京都豪雨対策基本方針（豪雨対策の目標と
各施策における基本的な役割分担）を基に作成

85㍉/h
（区部の場合）



河川整備

川幅を広げる、川底を掘り下げる、護岸を整備するなど、川の水を安全に流すための整備を進めます。

河川整備の目標は、気候変動を踏まえた年超過確率20分の1 規模の雨に対応することで、浸水リス

クの高い流域から重点的に対策を進めます。

※1年間にその規模を超える降雨が発生する確率が1/20（5%）であること

また、川だけでは流しきれない雨水を一時的にためる調節池や地下調節池を整備するとともに、地下

河川の整備や複数の調節池の連結などにより、局地的な豪雨や長時間続く大雨にも対応していきます。

道路や公園などの公共空間、既存施設も有効に活用し、効率的に整備を推進します。

東京都豪雨対策基本方針（対策強化流域（河川整備））を基に作成

出典：東京都豪雨対策基本方針（調節池整備の更なる推進）

※

善福寺川



下水道整備

浸水被害を防ぐため、道路や住宅地に降った雨を速やかに排水できるよう、下水道幹線や雨水貯留施

設などの整備を進めています。早期に被害を軽減するため、浸水実績に加え、事前防災の観点から流

出解析シミュレーションの結果等を踏まえて浸水リスクの高い地区を重点化し、整備を進めています。

出典：東京都下水道事業経営計画2026（下水道幹線の整備による浸水対策のイメージ）

東京都下水道事業経営計画2026（重点地区）を基に作成



流域対策

杉並区の雨水流出抑制対策

区では、雨水を道路や敷地内で浸透させたり、一時的に貯留する「雨水流出抑制施設」の設置を進め

ています。学校や公園といった公共施設などへの浸透貯留施設の設置や、道路の透水性舗装、浸透ま

すなどの設置により、降った雨を地面にしみ込ませたり、いったん貯めたりすることで、大雨のとき

に雨水が一気に集まるのを抑え、下水道や河川への負担を軽くすることにつながります。

グラウンド等の
地下に設置する
貯留槽で、浸透
機能も兼ね備え
たものです。

地下浸透貯留槽

普通の舗装では、
雨水は全て下水
管へ流れ込んで
しまいますが、
透水性舗装は、
雨水を地下にし
みこませること
ができます。

敷地内や建物の
地下に、貯留槽
や貯留タンクを
設置し、雨水を
一時貯留する施
設です。

透水性舗装 地下貯留槽

雨水浸透施設設置助成

個人のお宅で雨を敷地の中に受け止める雨水浸透施設を設置

していただく方に対して、工事費の一部を助成しています。
屋根や道路の雨
水を集めるのが、
雨水ますです。
側面や底面に穴
のあいた雨水ま
すで、雨水を地
下にしみこませ
るものです。

雨水ますと雨水
ますを、穴のあ
いたパイプで連
結して、ここか
ら雨水を地下に
しみこませるも
のです。

浸透ます 浸透トレンチ

上限40万円まで

対象：敷地面積が1,000㎡未満の個人が所有する住宅・共同住宅・長屋など

（詳しくはお問い合わせください）



家づくり・まちづくり対策

防水板設置工事助成

区内における家屋の浸水被害の防止または軽減を図るため、住宅等の地下出入口などに防水板の設置

及びこれに伴う関連工事を行う個人に対し工事費用の一部を助成しています。

令和8年度からは、工事費の75%、上限100万円まで助成内容を拡充しています。

（令和7年度まで：工事費の50%、上限50万円まで）

高床化工事助成

台風や集中豪雨などにより、河川の氾濫や地盤の低い地域での床

上浸水などの被害が発生するおそれのある地域の方に、家屋の浸

水被害の防止または軽減を図るため、住宅などを高床にする工事

費用の一部を助成しています。

雨水タンク助成

高床化工事にかかわる高床部分の床面積に、

標準工事費単価を乗じた額の50%、上限200万円まで

雨水の貯留利用を目的に生産された既製品で、雨どいから取水す

るものを購入した方に対して購入費用の一部を助成しています。

※新築、増改築の場合

※

※

※雨水タンク助成は「エコ住宅促進助成」として実施しています。

本体価格（税抜）の50％、上限2万円まで

（注）購入時に値引きやポイント使用があった場合は、本体価格から

その分を差し引いた額（税抜き）が対象となります。

生成AIにより作成

生成AIにより作成



グリーンインフラ

社会資本整備や土地利用等のハード・ソフト両面において、自然環境が有する多様な機能を活用し、

持続可能で魅力ある国土づくりや地域づくりを進める取組です。

自然が持つ力を活かすことで、環境面でも経済面でもより良いまちづくりが進められます。

グリーンインフラという考え方が国内外で注目を集めており、生物多様性やカーボンニュートラルと

いった世界的な環境課題に取り組むため、杉並区においても、積極的にグリーンインフラを活用した

まちづくりを進めています。

グリーンインフラの取組事例

雨庭づくり体験型ワークショップ（令和7年8月～11月）

参加者の皆様に出していただいたアイデアをもとに、桃井原っぱ公園内に雨庭を作成しました。

また、学識経験者による講演や、浸透実験、実際に作成した雨庭の維持管理に関する意見交換等も行

いました。

ST
EP.1

ST
EP.2

ST
EP.3

ST
EP.4

掘削

地面を掘削し、
雨水を貯める
空間をつくる

砕石充填

透水シートを
設置し、砕石
を充填する

景石積み

砕石の上に景
石を積み、見
た目を整える

植栽植付

雨庭の周りに
植栽を植え付
ける 完成

（杉並区公式キャラクター「なみすけ」
をモチーフにした雨庭）



避難方策

水害ハザードマップ

大雨によって河川などが増水し洪水になった

場合に予想される浸水区域とその深さ及び避

難所などを示したものです。

浸水の可能性を知っていただき、水害に対す

る日頃からの備えや避難行動などに役立てて

いただけます。

河川ライブカメラ

杉並区河川ライブカメラと東京都水防チャン

ネルのYouTube（ユーチューブ）でのライブ

配信をご覧になれます。水害時の避難行動の

判断材料等にご活用ください。

荻窪公園付近

（荻窪2丁目、松見橋下流）

区では他にも、防災・防犯情報メール配信サービス
やSNSなどを活用し、気象情報や避難所の開設状況
などを随時お知らせしています。

大雨の際には、洗濯やお風呂、大量の

水を使う行為をなるべく控えていただ

くことで、下水道への負担を減らすこ

とができます。一人ひとりの行動は小

さくても、それが集まることで、浸水

被害の軽減につながります。

広報すぎなみ（令和６年６月1日号）

大雨の時の行動（区民の皆さんへのおねがい）

防災・防犯情報

メール配信サービス

杉並区公式LINE 杉並区

（地震・水防情報等）

X



なぜフォーラムを開催するのか

フォーラムが目指すもの

繰り返す浸水被害

過去の経験を将来の備えへ

近年の豪雨

変化する雨に向き合う

治水への高い関心

個別事業を越え全体像を共有

理解 流域治水と役割を知る

疑問や意見を共有する

できる取組につなげる

対話

行動

生成AIにより作成

考える

家庭・地域・事業者
など、各々ででき
ることを考える

共有 対話 検証

流域全体へ展開

「知る」から「考える」「行動する」へ

区民、事業者、行政、専門家などが、善福寺川流域の現状や課題、流域治水の考え方を共有し、それ

ぞれの立場や役割を理解する場を目指します。対話を重ねながら、家庭や地域などでできる取組をと

もに考え、継続的な協働・共創の場としていきます。

流域の水害リスクや河川・下水道・流域対策など、それぞれの取組の役割を「知る」ことから始めま

す。そのうえで、自分や地域で何ができるかを「考え」、地域の特性に合った具体的な「行動」へつ

なげます。取組の効果や課題を共有しながら、流域全体へ段階的に広げていきます。

流域治水フォーラム流域治水フォーラム流域治水フォーラム

繰り返される浸水被害や近年の豪雨を踏まえ、河川・下水道・流域対策などの全体像を共有し、水害

への疑問や意見を対話につなげるために開催します。

知る

現状・課題と流
域治水を共有

行動する

モデル的に実践
し、効果・課題を
見える化



流域治水への参加を広げる今後の取組

モデル地区内での取組イメージ

取組イメージ 見える化するもの

雨水の流れの変化

治水効果

景観・みどり・暑熱対策

コスト・維持管理・実現可能性

など

「何を設置したか」だけでなく、

効果と課題を検証し、他地区へ

展開・反映します。

今後は、区と専門家等による検討と、フォーラムなどを通じた区民の皆さんとの対話を重ね、地域の

実情に合った取組を進めます。フォーラムで区と専門家等の取組の内容や対策の効果、課題を分かり

やすく共有し、「対話・実践・検証・改善」の積み重ねを通じて、流域治水への理解と参加を広げて

いきます。

モデル地区では、透水性舗装、雨庭、プランター、雨水タンクなどを地域の状況に応じて組み合わせ、

雨水を一時的にためたり、地中にしみ込ませたりする取組を検討します。

治水効果だけでなく、維持管理や地域での取り組みやすさなども検証し、その成果と課題を共有しな

がら、ほかの地域や今後の施策への展開につなげます。

杉並区・専門家

流域治水の理解と参加を広げるために、
モデル地区での対策と効果の見える化

●基礎データを整理
●モデル地区で対策を検討
●効果・課題を検証し、見える化

善福寺川流域治水
フォーラム

取組と効果を分かりやすく共有し、
参加を広げる

●取組内容・効果を知る
●対話を通じて自ら考える
●できることから行動する

専門的な検討と区民との対話を往復させ、

取組を実践へつなげる

生成AIにより作成
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